
４回生 M.K.

哲学コース

哲学コースでは、自分たちが考えられるものすべてが研究分野
です。それを理性的に、突き詰めて研究しています。基本的に
は４つの分野(形而上学、倫理学、宗教学、美学)に合わせて授
業がつくられており、加えて哲学史を学ぶ授業もあります。ま
た、授業とは別に読書会を自主的に行っています。

１回生の時に受けた概論の授業で、読んだ本を元に哲学的な議
論を受講者同士で行いました。その授業が楽しく、このコース
に入ればこれをずっとできる！と思ったことがきっかけです。

入学前は、文化、歴史、言葉など多くのことに関心があり、現
在とは別のコースに入ろうとしていました。１回生の間にも、
あまりにも決められず、幅広く懐の大きい哲学コースを選びま
した。

コースの概要・特徴

入学前の興味・関心

コースを決めたきっかけ



人間文化基礎論１Aや哲学概論という授業です。哲学概論はテ
キストを読み進めながら「時間」について考え、受講者と議論
しました。「時間が進む」とはいうけれど、本当に時間はすす
んでいるのか…などの疑問から議論を広げていきました。
この授業を受けて、あたり前だと思っていたことが思い込みか
もしれないと気づくきっかけとなり、世界が広くなったと思っ
ています。

文学部はいいところなのでぜひ。哲学コースは難しそうだとい
うイメージはあるかもしれませんが、どんな考えも身近な疑問
からはじまっています。世界にいろんな疑問がある人はぜひ哲
学コースに。

なんでも研究できることだと思います。その分、卒業論文の
テーマも人によって全然違います。
哲学という手法、探究の仕方を通じて一緒に議論しながら考え
を深めていくことが楽しいです。
コースでの授業などを通して、論理的、哲学的な考え方は一生
役に立つと思っています。私はそれが身についたことがよかっ
たなと感じています。

印象に残るコースの授業

コースのアピールポイント

高校生へのメッセージ



























３回生 H.T.

国語国文学コース

国語国文学コースでは、中古・中世・近代までの文学であった
り、国語学という日本語の文法を扱う授業が開講されています。
授業形態は資料を作成して発表するものや、講義の授業があり
ます。古典の資料から近代の小説まで様々な資料・文献を使用
することが多いです。

もともと国語学に興味があったことから、国語国文学コースを
志望していました。そのため、文学部に入学するということを
決めていました。

入学前から国語学に興味があり、大学でも勉強したいと考えて
いました。国語学が気になり始めたのは高校の国語の先生の影
響でした。先生の語彙の多さに驚き、日本語文法にも興味を持
ち始めるきっかけになりました。

コースの概要・特徴

入学前の興味・関心

コースを決めたきっかけ



専門の授業では文学と言語で分かれていますが、文学だと時代
ごとに授業が行われています。
個人的には国語学が好きなので、国語学の講義や演習の授業が
印象に残っています。演習では言葉の違いや共通点を調べ、発
表・議論する形式の授業でした。(例えば「ゆがむ」と「まが
る」の相違点について)普段から使っている日本語を深掘りする
ことで新たな発見があり、面白かったです。

好きなことを学べることが大学のいいところだと思います。今
は大変な時期だと思いますが、やりたいことを思い浮かべなが
ら頑張ってほしいです。

昔の文学などが好きな人や、小説や和歌などを細かく突き詰め
るので、そのようなことが好きな人にはぴったりだと思います。
国語国文学コースでは、所属する全員が文学も国語学にも触れ
る機会があるので、まさに「国語国文学」について幅広く知る
ことができると思います。

印象に残るコースの授業

コースのアピールポイント

高校生へのメッセージ



４回生 Y.I.

中国語中国文学コース

中国語中国文学コースでは、中国語学、中国文学、中国文化を
学ぶことができます。文学や言語は古典を扱うことが多いです
が、学生の希望に沿って、先生方も一緒になって学んでくれま
す。そのため、学生は興味のある分野を気兼ねなく学ぶことが
できていると思います。

入学当初は言語が好きで、英語を学ぼうと考えていました。し
かし、初修外国語で中国語を履修したことから、今まで学んで
きた言語とは違い、声調言語であり発音も難しく、新鮮に感じ
ました。漢字という日本語との共通点がありつつも差異がある
ことも新たな発見が多い言語だと思っています。

言語や文学に興味がありましたが、より興味があったのは言葉
や文法でした。外国語にも関心があり、他言語で色々な人と交
流できるという面白さを感じていました。

コースの概要・特徴

入学前の興味・関心

コースを決めたきっかけ



中国語学専門の先生が担当している授業です。「説文解字」と
いう後漢の時代に書かれた漢字の辞典を読み進めるという内容
でした。漢字１字に対して漢字のつくりや意味を読み、様々な
文献をたどる作業を行います。この授業は説文解字を読めるよ
うになることでほかの研究に応用する目的もあります。
また、志怪小説といって中国の不思議な話を集めた漢文を読む
授業や三国演義のマンガのようなものを読む授業も面白いと思
いました。

このコースでは、中国ドラマ、アニメ、文化、アイドルでも、
文化や文学が好きな人もぜひ大阪公立大学文学部に入学して中
国語中国文学コースに来てください！

中国語中国文学コースでは、漢文や古典を読むだけではなく、
現代中国語も勉強します。会話や読み書きも授業で行うので、
中国を話せるようになりたい人にもおすすめです。大学院生に
も中国の方が多く、身近な中国語に触れる機会もあります。

印象に残るコースの授業

コースのアピールポイント

高校生へのメッセージ



３回生 I.H.

英米言語文化コース

英米言語文化コースでは、イギリスやアメリカなどの言語、文
学、文化を学びます。英語について学ぶ英語学のようなものか
ら、文化ではアメリカの移民やマイノリティを扱った授業など
があり、英米圏に関する事象を幅広く取り扱うことができます。

今までにしたことのないことをやってみようと思い、このコー
スを選びました。英語は苦手でしたが、将来的に使うことを考
えた、また英米言語文化コースの授業を通して英文学に興味が
湧いたことがきっかけです。

もともと本に興味があり、なんとなく文学部がいいなと思って
いました。本を読むことが好きで、海外文学などを好んで読む
方ではなく、どちらかというと日本文学が好きでした。

コースの概要・特徴

入学前の興味・関心

コースを決めたきっかけ



ネイティブの先生の授業で、英米の文化について英語でプレゼ
ンテーションを行いました。授業内はすべて英語で、質疑応答
などもあり、度胸がつきました。プレゼンテーションのテーマ
はマイノリティ文化についてなどで、様々な受講者のプレゼン
テーションを聞くだけでも参考になることが多かったと感じて
います。

英語をしっかりと勉強しましょう！笑
大学は小中高と全然違い、自由にできることが増え、世界が広
がっていくと思うので、大学生活に向けて頑張ってほしいと思
います。

英米文学を原文・原著で読む機会があるということです。自分
で読む機会はなかなかありませんでしたので、面白いと思って
います。また、本や海外に興味がある人であればより楽しめる
と思います。英語学という面では、身近な外国語を改めて分析
することで新たな発見ができる場だと思います。

印象に残るコースの授業

コースのアピールポイント

高校生へのメッセージ



４回生 U.T.

ドイツ語圏言語文化コース

ドイツ語圏の言語や文化を学ぶことができます。領域は大きく
分けて言語学・文学・文化の３つで、ドイツ語圏というだけ
あって、スイス、オーストリア、リヒテンシュタインなどに関
することも学びます。ちなみに、現在いらっしゃるドイツ語圏
出身の先生はスイス人の方です。

正直、コースを決める直前まで悩んでいました。文学部に入学
したのも自身の興味を絞り切れなかったからでした。そのため、
初修外国語で選択したドイツ語、ドイツという基盤から学びを
広げたいという思いで、このコースにしました。

私は英語や世界史など、日本の外の世界に興味があり、視点が
外に向いていたと思います。もちろん日本にも関心はありまし
たが、大陸の世界にはより関心が強かったと思います。そのた
め、初修外国語でもドイツ語を選びました。

コースの概要・特徴

入学前の興味・関心

コースを決めたきっかけ



ドイツ語学概論という授業です。言語学(音声学・比較言語学・
対象言語学・統語論など)の幅広いものをドイツ語を軸に学ぶ授
業でした。
また、ドイツ語圏ランデスクンデという授業では、スイスにつ
いて自分で選んだトピックをドイツ語でプレゼンテーションを
しました。スイスのことを知りながら、ドイツ語も身につける
ことができたと思います。

疑問を持ち、本当か確かめることが大切だと思っています。大
学生活ではこの心構えがあると良いと思います。
どこで何を学ぶかは自由！関心の広い方はぜひ！

スイス出身の先生がおり、ドイツ以外の国について学ぶことが
できるというところです。また、初修外国語の授業から教えて
くださっている先生方がコースの授業も行っているので、自然
と先生との距離も近くなると思います。留学のサポートや留学
の前例が多く、先生方も親身になってくれるので、留学に挑戦
しやすい環境だと感じています。

印象に残るコースの授業

コースのアピールポイント

高校生へのメッセージ



３回生 K.K.

フランス語圏言語文化コース

フランス語圏の文化・言語・文学など色々なことを学ぶことが
できます。また、「フランス語圏」なので、例えばカナダのケ
ベックやグアドループ、マグレブ地域など、フランス以外の地
域の文化や歴史も授業で扱われます。ネイティブの先生や留学
生との交流を通して、フランス語の語学力をつけることができ
る授業もあります。

どの先生の授業も楽しめて、面白いということでした。グルー
プワークなどが多く、主体的に授業に取り組めるという点で魅
力を感じました。また、上記のような関心の動きがあったこと
もコースを決めたきっかけになりました。

入学前は音楽の研究をしようと思っていました。しかし、入学
後にフランス語圏言語文化コースの授業を受け、興味を持ち始
めました。音楽以外の知識をつけることで、自身も成長できる
のではないかとも考えていました。

コースの概要・特徴

入学前の興味・関心

コースを決めたきっかけ



私が印象に残っている授業は、ネイティブの先生の授業で、留
学生や他の受講者と一緒にボードゲームなどを使用しながらフ
ランス語を学ぶ授業です。
また、学期中の授業ではありませんが、短期留学も経験しまし
た。そこでは、異文化に浸って様々なことを経験することで、
価値観が再形成されたと感じています。

高校生の時には英語圏以外の言語・文化に触れる機会が少ない
ので、みなさんにとっては、このコースでの授業やフランス語
圏の文化自体が新鮮だと思います。あたり前を打破してくれる
ところだと思います。ぜひきてください！

アピールポイントは大きく３つあります。１つ目は、文学、美
術、言語、言語教育など様々な専門の先生がいらっしゃって、
皆さんが優しく、楽しい授業をしてくれることです。2つ目は
留学生との交流の機会が多く、彼らを通して外から見る日本の
ことを知ることができるということです。3つ目は留学プログ
ラムが充実しているということです。留学期間や場所も様々で、
自身に合わせた留学をすることができます。

印象に残るコースの授業

コースのアピールポイント

高校生へのメッセージ
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４回生 S.S.

アジア文化コース

アジア文化について、共生・比較・地域・伝統の視点で分けて
考えたり、「アジア」という概念に立ち返って考えたりと、多
角的な視点で学んでいます。コースも少人数なため、先生との
交流もしやすいと思っています。コース内の学生同士も穏やか
でいい距離感だと感じています。

元々、アジアの文化や特にK-POPに関心がありました。また、
韓国に長期で留学していたこともあり、様々なアジアの国の留
学生との交流がありました。そのような経緯から、アジアにつ
いてもっと俯瞰して見たいという思いから、アジア文化コース
を選びました。

留学の経験からぼんやりとアジアについて勉強したいと思って
いました。そのため、これがしたい！という明確な関心はあり
ませんでしたが、入学後でも興味を探せるのではと考えていま
した。

コースの概要・特徴

入学前の興味・関心

コースを決めたきっかけ



１つ目はお茶を扱った授業です。この授業では普段から身近に
ある「お茶」を学術的に捉えることが新鮮でした。お茶の歴史
や活用のされ方、お茶の在り方の移り変わりを学べました。
２つ目は共生についての授業です。この授業では、そもそも国
などの境界があるから「共生」という概念が生まれるなど、新
しい概念を知ることができ、これまでの私のあたり前を考え直
すきっかけになりました。

体に気を付けて頑張ってください。今は不安かもしれませんが、
積み重ねたものは財産になります。自分を信じて頑張ってほし
いです。大阪公立大学で会えたら嬉しいです。待ってます！

文化は人がつくったものであり、その分様々なことを広く学ぶ
ことができます。そしてアジア文化コースにおいてはアジア文
化に関することであれば何でも受け止めてくれると感じていま
す。卒業論文の指導の際も、先生方はどれだけニッチな分野で
あっても、私たちの関心を尊重してくださっています。

印象に残るコースの授業

コースのアピールポイント

高校生へのメッセージ







コース選択
ロードマップ

大阪公立大学文学部は4学科〈哲学歴史学科・人間行
動学科・言語文化学科・文化構想学科〉15コースに専
門が分かれており、多種多様な学びが提供されています。
1回生の間は学科・コースに所属しないまま、各学科の
基礎的な知識について学べる様々な分野の授業を受け、
自分の興味関心のある専門・学問分野をじっくり考える
ことができます。その後、2回生から各学科・コースに所
属し、各コースのカリキュラムに沿った学びが始まります。
今回は2回生4人にどのような過程で所属するコースを
決めたのかインタビューしました！
高校生の皆さんが大阪公立大学文学部での学びをイ
メージする手助けとなれば幸いです。



哲学歴史学科
哲学コース
日本史コース
世界史コース

人間行動学科
社会学コース
心理学コース
教育学コース
地理学コース

言語文化学科
国語国文学コース
中国語中国文学コース
英米言語文化コース
ドイツ語圏言語文化コース
フランス語圏言語文化コース

文化構想学科
表現文化コース
アジア文化コース
文化資源コース



*

哲学歴史学科
世界史コース かとう

入学前

１回生

受験勉強の過程で世界史に興味を持ち、
世界史を専攻したいと思い始め、志望して
いた大阪公立大学にちょうど世界史コース
があったので、大阪公立大学文学部に入学
しました。

入学時はそのまま世界史コース一直線だと思って
いたので、ガイダンスでも他のコースには興味を持
ちませんでした。 ただ、初修外国語でフランス語を
履修し、その授業の先生がいい人だったこともあり、
フランス語圏言語文化コースにも興味が湧いてき
ました。 世界史の教員を目指していたので、世界
史コースが最適かと思っていましたが、フランス留
学にも行きたかったので仏文にしようかとも悩みま
した。 かなり悩んだ末に教職過程のために世界史
コースを選択しました。

＊仏文・・・フランス語圏言語文化コースの略称



最終的な
決め手

￥
１

世界史コースへ！

高校生へのメッセージ♪

教職課程の取りやすさと
先生の雰囲気で決めました。

意外と入りたいコースにはちゃんと入れます！
入れなかったらどうしようってところで悩む
必要は一切ないです！



人間行動学科
教育学コース ほじ

入学前

１回生

保育所から高校までの自分の経験から
子どもの性格の違いについて関心があり、
心理学を学びたいと考えていました。

１回生前期では人間行動学科の概論を受け、自分が知りたい
ことは思考の発達過程ではなく学校や家庭といった環境が生む
性格の違いであり、教育学からの方が比較的アプローチしやす
いのではないかと気づきました。しかし、もともと持っていた心
理学への憧れが捨てきれなかったため、コース希望調査では心
理学コースを第１希望、教育学コースを第２希望にしました。
１回生後期では心理学コースの先輩から毎回実験を行ってレ
ポートを書く授業があるという話を聞き、楽しそうだと思う反面、
自分が学びたいこととは直結しないように感じました。同時に
教育学の先輩からも話を聞き、グループでのディスカッションを
交えた授業が多いことや授業でボランティアに行く機会がある
ことなどが自分の興味に合っていると感じて、最終的には教育
学コースを第１希望にしました。



最終的な
決め手

教育学コースへ！

高校生へのメッセージ♪

各コースの授業内容を比較
したり、コースの雰囲気を
先輩から聞いたりしました。

まだやりたいことが決まっていなくても、公立大の文学
部なら幅広い分野の中から自分の興味を見つけること
ができます。納得のいく進路選択ができるよう、皆さん
を応援しています！



言語文化学科
国語国文学コース みはる

入学前

１回生

国語、日本史の授業が好きだったため
国語国文学コース、日本史コースに進み
たいと考えていました。

入学後、授業を受ける中で色々なコースに興味を持
ちましたが、国語国文学コース、日本史コースに進
みたい気持ちは変わらず、第１希望、第２希望には
この二つのコースを選んでいました。どちらのコース
にするかは最終希望調査の締切の数日前まで悩み
ました。昔の日本の文化や価値観といったもの全般
に興味があったためなかなか決めきれませんでした
が、それを文学、歴史のどちらの切り口からやりたい
かと考えた時、文学の方がいいと思ったため、最終
的に国語国文学コースを選びました。



最終的な
決め手

国語国文学コースへ！

高校生へのメッセージ♪

授業の内容や様子。先輩に相談した
のがとても参考になりました。

大阪公立大学文学部はやりたいことが
決まっている人も、色々なことに興味が
ある人にもぴったりだと思います！



文化構想学科
文化資源コース いだゆり

入学前

１回生

コースまでは決めていなかったのですが、漫画
や映画等のサブカルチャーやメディア表象に興
味があったため、それら、特に後者を扱える文
化構想学科に進むつもりで入学しました。

文化構想学科に進みたい、という希望は入学前から
固まっていました。ですが、テーマを幅広く設定できる
社会学や、フィールドワークに魅力を感じた地理学
コースにも興味を持つようになりました。
1回生の6〜7月頃は、文化構想学科のうち表現文
化か文化資源を第１希望に、第２、第３希望を社会
学か地理学にしようと考えていました。1回目のコー
ス希望では表現文化を第１希望に出しました。



最終的な
決め手

文化資源コースへ！

高校生へのメッセージ♪

表現文化と文化資源で迷っていましたが、文化資源の当時
４回生の先輩からそれぞれのコースの違いや授業の取り組
み方、先輩が当時取り組んでいた卒論などのお話を伺うう
ちに、実践から文化にアプローチするという文化資源コース
の手法の方が適していると思うようになりました。卒論につ
いても夏頃まではあまり意識していなかったのですが、過去
の卒論のタイトルをざっくり見てみて、惹かれるものが多かっ
たことも文化資源にした理由の一つでした。

大阪公立大学文学部では、幅広い対象を様々な捉え
方で扱えます。日々新たな視点に触れ、考えが深まっ
ていくのは本当に面白いです。公立大文学部でお待ち
しています。
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